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産業部会が考える分野別施策に関する意見書（案） 

 

 本意見書は、産業部会において目指す将来都市像と現状とのギャップを埋める意味での

課題について、行政にはない、民間ならではの切り口から課題解決の取り組みを審議する

過程で出された意見を取りまとめたもので、第１章は産業部会の意見、第２章は産業部会

の意見の背景となった意見を記述しています。 

 

第１章 産業部会の意見 

〇工業振興 

工業振興では、中小企業の多くが営業や開発に時間がかけられないことや、大手企業や

納入先の企業の経営方針の影響により、経営の安定化や経営基盤の強化を図ることが課題

となっていることから、既存企業が行う開発や新たな業態へのチャレンジに対する支援、

市外企業との繋がりづくりに取り組まれたい。 

また、リニアに関連した企業誘致活動の強化、初期投資に対する支援など起業を促すた

めの土壌づくりや、地域活力の維持のため、地域に根差した事業所の育成など地域産業の

振興に取り組むとともに、最先端技術の研究・開発を行うための特区の制度を活用するな

ど、既存企業や新規立地企業が活動しやすい環境を整備されたい。 

 

〇商業振興 

 商業振興では、来客の減少による後継者不足から中心市街地の空洞化が進行しているこ

とが課題となっていることから、新町ビル跡地、にぎわい広場などの活用による商店街活

性化の支援を図られたい。 

また、中心部と周辺部の商業のありかたを整理し、それぞれの役割にあった支援を図ら

れたい。加えて、さまざまな機会をとらえて中津川市を全国に売り込むなど、リニア開通

による観光客誘致や道路整備など中心市街地への誘客に取り組まれたい。 

 

〇観光振興 

観光振興では、馬籠宿をはじめとする歴史的な街並みや街道文化、栗きんとんをはじめ

とする和菓子など、観光の素材は沢山あるものの、その素材が十分活かしきれていないこ

とが課題となっていることから、観光資源を一層魅力的なものにするとともに、体験型観

光のための観光商品の開発など、観光資源の発掘や開発、ＰＲ、また、観光資源の連携に

よる広域観光に取り組まれたい。 

 

〇工業振興・商業振興・観光振興に対する共通意見 

 行政が行うべきこと、民間が行うべきこと、それぞれの役割を明確にしてこそ課題が見

いだせることから、行政と民間で共通認識を持ったうえで課題を整理されたい。 

 

 

資料２ 
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〇農業振興 

 農業振興では、効率的、安定的経営を行うことが困難で、後継者不足や耕作放棄などに

よる農地の荒廃の抑止や鳥獣害被害の防止が課題となっていることから、集落営農組織の

育成支援、ブランド力強化、高付加価値農業による収益の増加、農地の集積と担い手の確

保に取り組まれたい。 

また、農業と他部門が連携した、グリーンツーリズムの取り組みを推進されたい。 

 

〇林業振興 

 林業振興では、木材価格の低迷などによる後継者不足や、森林の境界の明確化と森林の

継承がなされず森林整備の遅れが課題となっていることから、東濃ヒノキのブランドを活

かした産直住宅建築に対する支援や、森林の境界明確化と森林の継承による間伐等の促進

に取り組まれたい。 

 

〇農業・林業に対する共通意見 

 農業と林業は、後継者を確保できる経営基盤の強化や、農地、森林が持つ多機能性の観

点から、いかに農地、森林を守っていくかが共通の課題であることから、農地と森林が持

つ多面的機能を活かして、里山整備も含めた当市独自の農業振興モデル地区を設けるなど、

農地や森林が作り出す美しい景観を整備・保全するなかで、多様な担い手の育成と確保に

取り組まれたい。 

 

〇移住・定住推進 

 移住・定住推進では、転出者が転入者を上回り、人口流出に歯止めがかからない状態が

続き、市の姿勢も待ちの状態で十分な分析、対応ができていないこと、また、当市の各地

域はまとまりが良いことが、新しく入ってくる人にはかえって地域になじみづらく、これ

を改善することが課題となっていることから、市外で活躍する当市の出身者のネットワー

クを作り、市外から見た中津川市のあり方への助言・提言をしていただくなど「故郷との

絆」づくりを推進し、転入者が地域になじみやすい雰囲気づくりの啓発に取り組まれたい。 

 

〇全体に対する意見 

リニア駅や車両基地が建設されるという千載一遇のチャンス逃さないよう、産業全般の

活性化を図り、市外への人口流出を食い止めるとともに、市外から働き手である若者を中

心に多くの人が流入してくる環境、つまり当市に住んでみたいという環境づくりに取り組

まれたい。 
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第２章 産業部会の意見の背景となった意見 

 

１．委員の意見 

〇工業振興 

 地域産業の育成と起業については、地域産業、資源を活用の視点から支援されたい。 

 

〇商業振興 

 中心市街地の活性化については、中津川市の玄関口として、行政がやりたいことでは

なく、民間がやりたいことを引き出すことを考えて取り組まれたい。 

 高齢化が進む中で、過疎地のライフラインとして買い物対策を考えられたい。 

 リニアを活かした商業については、様々なことに対応できる行政力をつけ、起業の観

点から人を呼び寄せる啓発をされたい。 

 中心市街地活性化は、新町ビル跡地やにぎわい広場などを活用して商店街活性化の支

援をされたい。 

 

〇観光振興 

 大きなイベントは一過性にするのではなく、リピーターができるようなものを実現さ

れたい。 

 観光振興は、企業を利用するなどして考えられたい。 

 美しい渓谷を活用するなど、観光のターゲットを変えることも考慮されたい。 

 

〇農業振興 

 農業振興の課題として、農地は観光価値もあり国土保全の役割もあることを意識され

たい。 

 「食」と「農」について体験・学習する食農教育にも取り組まれたい。 

 農業の６次産業化も踏まえて産業間の連携を図りつつ、農業者が複合的に経営できる

よう支援されたい。 

 

〇林業振興 

 保育と環境林の整備が遅れているため、森林の多面的機能を高めるための森林の保育

に取り組まれたい。 

 旧林道が荒れているため、旧林道の整備・拡充及び作業道の整備に取り組まれたい。 

 林道の新路線の整備に取り組まれたい。 

 

〇移住・定住推進 

 行ってみたい・住んでみたい・住み続けたいまちになるよう地域のブランド化を図ら

れたい。 

 ユニバーサル・デザインのサービス分野への展開など、社会的弱者に配慮された環境

を整え、地域のブランド化を図られたい。 
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 高付加価値の就業機会に恵まれるような地域のブランド化を図られたい。 

 未来型の産業立地を目指し、最高の介護、最良の医療が受けられ世界から注目される

ような地域のブランド化を図られたい。 

 

 人口減少に歯止めをかけるには自然動態の対策と社会動態の対策が必要である。自然

動態の増加要因の出産、子育て、地元就職の一連の支援を充実させ、加えて社会動態

の増加要因の移住（転入）を増やすという切り口が必要であることから、移住・定住

の基本的な考え方やあり方について抜本的に考えられたい。 

 リニアが開通した際に、ストロー現象が生じないよう対策を講じられたい。 

 仕事ができる場所を作る感覚で、起業誘致に取り組まれたい。 

 

〇全体に対する意見 

 人口が必ず増えるという要素がないことも踏まえた対策も講じられたい。 

 周辺部においては農林業だけではなく、複合的なコミュニティ維持の視点も取り入れ

て産業の育成をされたい。 

 財政状況から見ても与える行政から住民がつくる行政に変わる転換期にあることから、

基本構想に自分たちの地域は自分たちで作るという要素を取り入れられたい。 

 

 

 

２．関係諸団体等の意見 

〇工業振興 

 世界のトップ企業となるリニア関連企業が進出する千載一遇のチャンスを、広域的に

官民一体となって施策、方向性を構築することが求められていることから、グローバ

ルな視点から産業構造を見直されたい。 

 各種研究機関の誘致を図られたい。 

 リニアの起爆剤として、スマートシティなかつがわ特区に取り組まれたい。 

 できる限り住居に近い場所で働ける都市づくりに取り組まれたい。 

 

〇商業振興 

 中心市街地が廃れていかないよう、中津川駅とリニア駅とのアクセスを整備されたい。 

 中津川出身の若者が、自分のまちに出店する際の支援に取り組まれたい。 

 ネットビジネスや起業教育に取り組まれたい。 

 

〇観光振興 

 大きなイベントは一過性にするのではなく、リピーターができるようなものを実現さ

れたい。 

 観光振興は、企業を利用して考えられたい。 

 美しい渓谷を活用するなど、観光のターゲットを変えることも考慮されたい。 
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 リニアの見える丘公園の建設と、リニア車両工場を活用した産業観光を展開されたい。 

 観光施設の連携、産業観光等のルート開発、地域間の観光連携に取り組まれたい。 

 名所旧跡地の歴史・伝統・施設・名物と人物を充実させ、面白い観光を推進されたい。 

 市が所有する、第三セクターを含む観光施設等の民営化を具体化されたい。 

 市の観光施設が設置されている土地の賃貸借契約を解除されたい。 

 新しい時代にマッチした、魅力ある中津川市をアピールするイベントやシンボルの創

造に取り組まれたい。 

 

〇農業振興 

 行政・農協・農業委員会が一体となって農業振興を進められたい。 

 都市との農業体験交流等を展開されたい。 

 中津川地域の食糧自給率の低下を防ぐ取り組みをされたい。 

〇林業振興 

 持続可能な森林づくりと木材の利用循環を推進されたい。 

 

 

終わりに、産業部会の審議の中で、課題解決のための弊害は、行政の縦割りであること

が委員共通の認識であり、この縦割りを撤廃し、横の連携で施策に取り組むことが重要で

あると考えます。このことを行政が十分認識したうえで、次期総合計画実現に向けて取り

組まれることを期待します。 

 


